
発行　京都府宇治市

　　　　T611京都府宇治市
傘

宇治琵琶33番地

≪a （0774）22－3141

編集　広　報　課

●毎月1 日･ll日･21日発行

／１６市政情報いつでも24時間

テレホンサービス

平成２年

(1990年)

第883号

　　　　　宇治市政ダイヤルli

、20－0100

あ
な
た
自
身
の
一
票
を
大
切
に

　今年４月8日の京都府知事選挙・京都府議会議員補欠選挙の宇治市での投票率は低い

ものでしたが、その中でも特に目立ったのが2o歳代前半の投票率の低さ（左下図参照）。

この傾向は、どの選挙でも全国的に見られます。市選挙管理委員会では、昭和53年12月

の市長選から11の投票所で新成人の投票立会人を採用｡また､昨年11月から市民の代表で

構成する「宇治市明るい選挙推進協議会」（以下､明推協）に20歳代前半の３人を加える

など、この問題に取り組んでいます。今回は。明推協の一員としてご協力いただいてい

る20歳代前半の委員２人に、この問題についてのご意見を伺いました。▲市選挙管理委員会では新成人を投票立会人に採用。

　重要な任務の中で１票の重みを知っていただきます

自
分
の
手
で
確
か
な

　
　
　
人
を
選
び
た
い

（
金
谷
博
之
さ
ん
　
2
2
歳
・
学
生
・
神
明
）

　
金
谷
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
三
年

十
二
月
の
市
長
選
か
ら
今
年
四
月

の
京
都
府
知
事
選
・
府
議
補
選
ま

で
ず
っ
と
、
投
票
立
会
人
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
卜
投
票
立
会
人
は
、
実
際
、

芦
ん
な
仕
事
か
チ
る
の
で
す
か
。

　
　
「
投
票
事
務
の
手
続
改
Ｉ
公
平

に
行
わ
れ
て
い
る
か
立
ち
会
う
こ

と
が
主
な
仕
事
で
す
」

　
－
な
ぜ
立
会
人
に
。

　
　
「
選
挙
を
知
る
い
い
機
会
だ
と

思
っ
た
か
ら
で
す
」

　
ド
レ
立
会
人
を
し
た
感
想
は
。

　
　
「
投
票
所
の
準
備
、
当
日
の
事

務
、
開
票
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
が

選
挙
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る

ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
」

　
卜
占
分
と
同
世
代
の
若
者
の

投
票
率
が
低
い
こ
と
に
つ
い
て
は
。

69.92

ぎ玉置
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「
新
聞
舎
匹
ま
な
い
し
選
挙
に

も
無
関
心
と
い
う
の
が
、
投
票
し

な
い
理
由
で
し
ょ
う
。
で
も
僕
は
、

選
挙
に
行
べ
の
は
当
然
だ
と
思
う
。

自
分
で
確
か
な
人
衆
ｍ
び
た
い
か

ら
。
選
挙
に
行
か
尤
堅
－
に
文
句

書
亭
又
が
い
る
哺
と
、
そ
れ
は

間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
「
私
の
場
合
、
明
推
協
の
委
員
と

し
て
は
、
一
度
、
駅
前
で
選
挙
啓

発
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
た
だ
け

で
す
が
、
こ
う
い
之
錫
に
か
か

わ
っ
て
い
る
か
ら
に
は
投
票
し
な

け
れ
ば
、
と
い
ラ
義
務
感
を
持
つ
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卜
に
投
票
し
な
い
若
者
に
一
司

　
　
「
立
侯
補
者
は
ほ
と
ん
ど
年
上

だ
し
、
若
い
人
に
は
、
自
分
が
社

会
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
目
覚

が
な
い
。
で
も
本
当
は
、
若
者
が

も
っ
と
日
本
を
引
っ
張
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
。
そ
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
選
挙
に
は
行
っ
て

欲
し
い
。
そ
れ
と
、
僕
も
立
会
人

の
経
験
が
な
け
れ
ば
、
一
度
く
ら

い
は
棄
権
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
選
挙
の
大
切
さ
を
知
る
た

め
に
も
、
一
度
、
立
会
人
か
ず
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」
。

ぶ
つ
に
な
り
ま
し
巡
。

　
友
人
で
も
投
票
し
な
い
人
は
多

い
け
ど
、
そ
の
理
由
は
「
め
ん
ど

ラ
だ
Ｊ
と
か
『
投
票
所
の
雰
囲
気

が
重
苦
し
い
』
と
か
様
々
。
私
は
、

特
に
学
生
の
場
合
、
自
分
で
お
金

か
稼
い
で
ぃ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、

社
会
や
政
治
と
直
接
か
か
わ
っ
て

ぃ
る
と
感
じ
て
い
な
い
の
が
、
一

番
大
き
な
原
因
だ
と
尽
え
で
す
。

だ
か
ら
、
投
票
所
の
雰
囲
気
を
も

っ
と
明
る
く
す
る
の
も
解
決
法
の

一
つ
だ
け
ど
、
な
に
ょ
り
、
政
治

に
も
っ
と
関
心
を
持
つ
よ
ｙ
つ
に
す

れ
ば
、
自
然
と
投
票
す
る
ぷ
っ
に

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
フ
か
」
。

　
お
二
人
の
ご
意
見
に
つ
い
て
皆

さ
ん
は
ど
フ
思
わ
れ
た
で
し
タ
フ

か
。
選
挙
に
つ
い
て
の
考
え
は
二

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
共
通
し
て

い
る
の
は
、
若
者
の
投
票
率
が

低
い
原
因
は
、
そ
の
多
く
が
政

治
に
無
関
心
で
、
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
が
な
い
か
ら
と
い
う

こ
と
。

　
し
妬
し
、
特
に
政
治
に
関
心
が

な
く
て
も
、
だ
れ
も
が
よ
り
よ
い

社
会
の
中
で
よ
り
よ
い
牛
活
を
送

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。

実
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、

そ
れ
を
実
現
す
る
力
か
痔
っ
て
い

る
の
で
す
。
自
分
の
意
思
を
投
票

し
て
示
し
、
自
分
た
ち
の
代
表
を

選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
。

　
初
め
て
投
票
ず
る
時
の
感
動
。

日
ご
ろ
遠
い
存
在
と
思
っ
て
い
る

政
治
や
社
会
に
参
加
で
き
る
と
い

う
実
感
を
、
ぜ
ひ
感
じ
て
み
て
ぐ

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
新
鮮
な
喜

び
と
あ
な
た
自
身
の
一
票
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
◇

　
投
票
立
会
人
や
明
推
協
に
つ
い

て
の
問
い
<
!
t
ｌ
８
＼
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
内
線
ま
３
１
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
心
一
）

自
治
功
労
者

山
花
忠
次
郎
さ
ん

逝
去

　
宇
治
市
自
治
功
労
者
の
山
花

忠
次
郎
さ
ん
が
、
五
月
二
十
四

日
、
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十

七
歳
。
山
花
さ
ん
は
昭
和
二
十

六
年
七
月
か
ら
千
三
期
・
三
十

九
年
間
に
わ
た
り
、
宇
治
市
農

業
委
員
会
委
員
か
務
め
ら
れ
、

農
業
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
め
い
福
を

お
祈
ひ
い
た
し
ま
す
。

６月１日は人権擁護委員の日

人権擁護委員(敬称略)

（
広
報
課
）

(3)いじめ・体罰の根を絶とう
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六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員

の
日
。
昭
和
二
十
三
年
に
政
令

に
稀
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年

六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
。

い
わ
ば
、
民
間
人
に
よ
る
人
権

　
母
子
福
祉
推
進
委
員
は
、
母

子
翌
拓
諾
廻
向
審

平成２年度の母子福祉推進委員(敬称略)

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
。

地
域
に
お
け
る
身
近
な
相
談
員

と
し
て
、
京
都
府
の
母
子
相
談

員
と
協
力
し
な
が
ら
、
母
子
家

庭
や
寡
婦
の
牛
屈
・
経
済
上
の

問
題
な
ど
、
母
子
福
祉
施
策
全

般
に
つ
い
て
相
談
・
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年
度
は
次
の
皆
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）
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ご存知ですか人権擁護委員制度

お
気
軽
に
ご
相
談
を

母
子
福
祉
推
進
委

若者の投票率が低い

投
票
す
る

感
動
を

政
治
に
関
心
を
持
て
ば

　
　
　
　
自
然
と
投
票
も

　
（
真
野
洋
さ
ん
2
0
歳
・
学
生
・
広
｀
Ｊ
町
）

人権擁護委員はこんなことを目標に活働しています



市民体育

課のお知

らせ

宇
治
市
野
外
活
動
協
会
1
0
周
年
記
念

青
空
キ
ャ
ン
プ

0
０
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
2
1
・
2
2
日
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
で

’
７

｝
４
宍
　
　
　
　
み
ん
な
、
青
空
キ
″
ン
プ
に
集
　
の
テ
ー
マ
は
「
土
・
自
然
に
親
し

・
肆
　
　
　
ま
れ
／
自
然
の
中
で
お
互
い
協

一

も
う
」
。
君
は
、
「
土
」
か
ら
何
夕
作

禰
一
匹
　
　
力
し
、
何
か
を
作
う
つ
。
そ
こ
に
は
、
り
出
せ
る
か
り
‥

学
校
や
家
庭
で
は
経
験
で
き
な
い

こ
と
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
今
回

▲テントも手づくりで(昨年のキャンプから)

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
1
日
出
～
2
2
日

㈲
▼
と
こ
ろ
…
炭
山
キ
ご

ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・
小
学
校
４
年
生

～
６
年
生
の
男
女
▼
定
員
・
・
・
5
0
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
四
千
五
百

円
▼
申
し
込
み
・
：
電
話
で
市
民
体

育
課
へ
▼
問
ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
福
山
紘

三
さ
ん
（
ａ
＠
1
8
0
6
）
か
市

民
体
育
課
へ
▼
そ
の
他
・
：
①
親
子

説
明
会
＝
６
月
1
7
日
間
②
交
流
心
一

（
子
供
だ
け
）
＝
７
月
１
日
間
、
い

ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
弔
央
公
民

館
で
③
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
＝
７
月

８
日
㈲
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
で
▼
主

催
…
宇
治
市
野
外
活
動
協
会
。

　
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
使
用
の
仮
受
け
付
け

　
七
月
二
十
一
日
出
か
ら
八
月
三

十
一
日
吻
ま
で
の
夏
休
み
期
間
の
、

炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
と
野
外

活
動
教
具
（
飯
ご
う
・
な
べ
・
テ
ン

ト
）
の
使
用
仮
受
け
付
け
を
し
ま

す
。
使
用
許
可
は
、
調
整
後
決
定
。

　
な
お
、
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ

ー
は
、
七
月
二
十
一
日
出
と
二
十

二
日
㈲
は
使
用
で
孝
ま
せ
ん
。

正
午
ま
で
▼
対
象
・
・
・
野
外
活
動
指

導
者
が
い
る
市
内
の
青
少
年
団
体

▼
使
用
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：

市
民
体
育
課
へ
来
庁
で
。

　
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
2
日
～
2
9
日
の

毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
７
時
半
Ｉ

９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
小
学
校

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
高
校
生
以
上
の
女
性
▼
内
容
・
：

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
▼
定
員
・
：
3
0
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
申

し
込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
電
話
で
。

6月17日黄檗体育館
障害者スポーツ
大会
参加者募集

　
第
十
四
回
宇
治
市
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
主
催
・
宇
治
市

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
2
日
㈹
・
1
4
日

俐
・
1
9
日
脚
、
い
ず
れ
も
午
後
７

時
半
Ｉ
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
東
宇

治
中
学
校
体
育
館
▼
対
象
…
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以

上
突
▼
内
容
・
：
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
▼
参
加

費
・
：
無
料
▼
準
備
品
・
・
上
靴
▼
申

し
込
み
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
欠
Ｔ
６
月
1
0
日
間
、
午
前

員
会
）
が
、
六
月
十
七
旦
閲
午

前
九
時
か
ら
黄
槃
体
育
館
で
開

催
言
墾
ヂ
。

　
障
害
忿
持
つ
人
に
、
ス
ポ
ー

ツ
鷺
堰
じ
て
健
康
の
保
持
と
仲

間
づ
ぐ
り
を
進
め
て
も
ら
お
う

と
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
間
催

w
ｉ
て
い
る
も
の
。
昨
年
は
約

四
百
人
が
参
加
し
、
車
い
ず
競

走
や
ヶ
ツ
ァ
グ
測
定
競
走
な
ど

十
三
種
目
に
汗
鸞
凱
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
夕
碍
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
障
害
忿
持
つ
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
・
問
い
４
１
１
Ｃ
＼
は
、

六
月
五
日
㈹
ま
で
に
市
民
体
育

課
へ
。ト

昨
年
の
大
会
か
ら

．
１
時
半
、
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
６
月
1
7
日
間
）
▼
コ

ー
ス
・
：
京
阪
宇
治
駅
↓
坂
本
駅
↓

比
叡
山
根
本
中
堂
↓
赤
山
禅
院
↓

修
学
院
で
解
散
、
約
1
4
＊
Ｂ
▼
準
備

品
…
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
、

交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
木
村
岳
竪
瓦
（
豊
＠
３
６

～
）
へ
▼
主
催
卜
宇
治
市
歩
こ

ラ
９
．

　
市
民
潮
干
狩
り

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
８
日
㈲
（
雨
天

決
行
）
▼
行
声
兎
・
・
・
三
重
県
津
市

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

早
、
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨
一
御
殿
場
浜
▼
対
象
・
・
市
民
か
市
内

在
勤
の
人
と
ｔ
の
家
族
▼
参
加
費

・
夫
人
＝
三
千
八
百
円
、
子
供
（
中

学
生
以
下
）
と
一
千
四
百
円
▼
定

問
い
令
Ｏ
せ
・
：
６
月
1
5
日
幽
ま
で

に
市
民
体
育
課
へ
▼
主
催
・
・
・
皐
治

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
。

　
夏
期
特
別
水
泳
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
1
1
日
ｇ
-
０
０
月

2
5
日
出
▼
と
こ
ろ
・
・
・
伏
見
教
場

　
（
京
都
市
伏
見
区
大
手
筋
上
る
南

部
町
・
南
部
児
童
公
園
プ
ー
ル
）

大久保　青少年センターの

　お知らせ

電話447447

　
ビ
デ
オ
映
画
の
集
い

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
①
６
月
７

日
出
―
「
３
７
昌
子
ぶ
た
」
ほ

か
②
６
月
８
日
吻
＝
「
赤
ず
き

ん
ち
ゃ
ん
」
ほ
か
、
い
ず
れ
も
幼

児
・
小
学
生
が
対
象
、
午
後
３
時

半
か
ら
③
６
月
1
6
日
出
＝
「
風

の
又
三
原
、
小
・
中
学
生
（
定
員

▼
受
講
料
・
：
約
一
万
七
千
円
▼
受

け
付
け
＝
・
６
月
９
日
出
・
1
0
日
間
、

午
後
Ｌ
時
Ｆ
５
時
、
伏
見
教
場
で

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
剛
京
都
踏
水
会

（
豊
０
７
５
剛
1
2
7
5
）
へ
。

4
5
人
・
先
着
順
）
が
対
象
、
午
後

２
時
か
ら
▼
参
加
費
…
無
料
。

　
社
会
見
学

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
4
日
間
、

午
前
９
時
に
大
久
保
青
少

年
セ
ン
タ
ー
に
集
合
、
午

後
４
時
解
散
▼
行
政
兎
・
・
・

府
立
植
物
園
、
京
都
市
立

竹
林
公
園
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
の
小
学
校
３
年
生
～
Ｆ

中
学
生
ｙ
定
員
・
・
・
3
5
人
肝

（
先
着
順
）
Ｖ
参
加
費
・
・
・
無
一
一
一

料
、
た
だ
し
植
物
園
入
場

料
べ
十
円
は
自
己
負
担
、

昼
食
は
持
参
▼
申
し
込
み

・
・
・
電
話
か
采
館
で
。

親
子

　
の
び
の
び
教
室

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表

中央図書館　児童書主題別図書展示

の
と
お
り
▼
対
象
・
：
市
内
在
住

の
幼
児
（
７
歳
～
ぞ
歳
ダ
そ
の

保
護
者
▼
定
員
・
・
・
2
0
組
（
先
着

順
）
▼
参
加
費
・
・
・
二
百
円
（
お

や
つ
代
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話

か
来
館
『

親子のびのび教室の日程・内容
回 日　時 内　　　容 指導者

１
６月14日(恥

午前10時－正午

お母さんといっしi･砂であそぼう

　(雨天の場合粘土あそV)
センター職貝

２
６月21日(ね

午it10時～正午

お母さんといっしよ・I) Xムに

のって運動しよう
伊勢村紀久子

　　　　さん

３
７月５日附

午iio時～正午

幼児たなばたささかぎり
　　　紙でいろいろ作ろう

センター職貝
保母

親　・はなしを聞く

　　　　幼児の食事について
　　　・幼児の食事と

　　　　おやつの試食

市･傑鮭予防･課
栄餐I:
食生iり改稗推
進貝
'若襲の会丿公日

チクタクチクタク

　ほ～ん　ほん

　６月10日は｢時の日｣。

毎日の生活に欠かせない　　　　』122
1｢”｣゜本”？Itz・

⑩

ご利用ください

1120

公
民
館
の
お
知
ら
せ

　
世
代
間
交
流

　
　
　
ふ
れ
あ
い
広
場

　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
相

互
理
解
と
親
睦
を
深
め
、
勺
ヽ
ヽ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
た

め
、
「
世
代
間
交
流
ふ
れ
あ
い
広
場
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
開
館
五

年
目
文
化
事
業
と
し
て
、
広
野
公

民
館
と
公
民
館
利
用
者
連
絡
協
議

会
が
共
催
す
る
も
の
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
さ
・
・
・
６
月
1
0
日
間
、
午
前

９
時
～
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
…
広

野
公
民
館
▼
内
容
・
：
ち
ま
き
・
す

い
と
ん
作
り
広
場
、
三
世
代
み
ん

な
で
楽
し
ぐ
ふ
れ
あ
い
広
場
▼
問

い
合
わ
す
・
・
広
野
公
民
館
へ
。

　
薬
酒
基
礎
講
座

　
身
近
な
野
菜
や
果
物
な
ど
の
薬

用
植
物
か
見
直
し
、
薬
酒
に
つ
い

て
の
基
礎
を
学
び
、
健
康
増
進
に

役
立
て
る
講
座
を
開
康
示
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
①
６
月
2
0
日

困
↓

2
7
日
困
＝
薬
酒
な
ど
の
説
明
と
っ

く
り
方
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民
館
▼

講
師
…
京
都
府
薬
剤
師
会
相
綴
支

部
長
・
柳
―
勝
淮
λ
▼
定
員
・
・
・

3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
広

野
公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
1
6
ミ
リ
映
写
機
・
フ
ィ
ル
ム

　
操
作
技
術
講
習
会

　
中
央
公
民
館
で
貸
し
出
す
1
6
ミ

リ
映
写
機
・
1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を

地
域
や
職
場
の
映
固
会
な
ど
に
利

用
す
る
に
は
Ｉ
公
民
館
が
開
催
す

る
講
習
心
一
を
受
け
て
取
得
す
る
操

作
免
許
証
が
必
要
で
す
。
こ
の
機

会
に
取
得
し
、
大
い
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
勤
で
５
回
全

部
に
出
席
で
き
る
1
8
歳
以
上
の
人

▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
講
師

・
・
・
ム
ー
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
・
有

田
幸
男
さ
ん
、
宇
治
映
画
同
好
会

必
一
員
▼
申
し
込
み
…
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

視
聴
覚
教
材

　
　
の
貸
し
出
し

中
央
公
民
館
で
は
、
左
下
表
の

視
聴
覚
教
材
を
無
料
で
貸
し
出
し

ま
ず
。
地
域
の
学
習
全
一
、
子
供
会

の
催
し
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

16ミリ映写機・フィルム操作技術講習会の日程・内容

回 日　　時 内　　　　　容
－
く１
ひ

ｊ
§

食Ｊ

カＪ
--

１　６月20日(刈午後6時半～9時
開講式　オリエンテーション

〈講義〉　映写機の原理・構造について

２　　６月26日火
午後6時半-9時

〈講義と実技〉
　，映写機の構造・操作について

３

６月27日俐
〈実技〉　映写機の杖作練習
　　都<i-のよぃ日の

　ヽ(謡昌二諧)・ぃす心-^m-Z-に
６月28日附

６月29日哨

４ ６月30日出
〈テスト〉　筆記と実技

　　午後1時～3時
　　(午後3時-5時)のいずれかの時間帯に
　　午後6時～8時

５
　７月５日附

午後7時-9時

操作免許証の交付
教材の利用について
映画「このmiの彼方に」
閉講式

貸し出し視聴覚教材

　
利
用
希
望
の
団
体
は
、
利
用
Ｒ

の
三
日
前
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

に
来
館
の
う
え
、
所
定
の
用
紙
で

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、

営
利
目
的
や
個
人
刄
匿
害
れ
る

場
合
は
、
貸
し
出
し
で
呈
笹
ん
。

★機材

　　●16ミリ映写機（公民館発行の操作免許証か必要）

　　●8 ミリ映写機、撮影機

　　●Xライド映写機

　　●スクリーン（布、ティライト、ワイド）

　　●レンズ（ワイド、ズーム）

★16ミリフィルム（公民館発行の裸作免許証が必要）

　　〈アニメーション〉●トロッコ●わがままな巨人●山ねずみロッキーチャック

　　●くまの子ジャッキー●おば捨て山の月●月の峰の!良●手品師●くまの子ウ

　　ーフ●まんが偉人物語「良寛」●きつねのしっir ●-休さん「がまん会ときも

　　だめし会」●あんじゅとずしおう●ごんぎつね●こびととくつや●竹取物語

　　●いtわる狐ランボー●どじょっこ・ふなっこ●夏服の少女たち●こぎつね

　　コンとこだぬきポン●オズの魔法使い●おじいさんと不思議なおくりもの

　　〈劇映画〉●チピ六二死満a. ●てんぐ祭りとガキ大n ●チョコレーu戦争●

　　大きい一年生と小さな二年生●走れ、ぼくの小さな友だち●(Iくの熊おじさん

　　●夢かぎりなく-わが子に豊かな体験を― ●わらべの家のおばさんたち●わた

　　んべとすばらしい仲間

　　〈その他〉●天ヶ瀬ダム●武器なき闘い「山本宣治」●この流れの彼方に●チ

　　一ター君のおはなし●二十四の瞳●核戦争後の地球●あしたに虹のかけ橋を

★スライド

　　●荒lfの少年●小つばめの初旅行●黄金のかもしか●くるみわり人＼i ●りょ

　　うしと人形●くもの糸●道標

★ビデオ（VHS）　　　　　　　　　　　　　　　　｀

　　●gかなくらしとエネルギー●!i<ヶない老後●たばこと健康●食生活と成人

　　病●お年寄りのためのマッサージ健康●老年期をどう生きるか～心の健康～

　　●ストップザ肥満●少しは汗をかきませんか●おやつを考える●みんなの医

　　学～40iSを過ぎたら- ●成人病の予防～高血圧症を中心に- ●LIVE ＣＩＴＹ宇

　　治市●私の名はでんき●あしたに虹のかけ橋を●大幣神事●よみがえる宇治

　　の古墳文化

７
月
2
1
・
2
2
日
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
で

ふれあいセンターおはなし会

＾みんなできてね

中
央
公
民
館

電
話
2
0
1

4
1
1

広
野
公
民
館

電
話
4
1
7

4
5
0
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減塩梅干し講習会

梅の選び方から漬け方まで

　
食
塩
奮
苔
過
ぎ
る
と
、
高
血

圧
や
脳
卒
中
な
戸
派
起
こ
し
や
す

く
な
り
車
ｙ
。
食
牛
活
の
中
で
、

塩
分
を
減
ら
し
、
薄
味
に
慣
れ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
講
習
会
で
は
、
昔

か
ら
の
梅
干
し
に
比
べ
て
半
分
以

下
の
塩
分
で
、
十
分
お
い
し
い
減

塩
梅
干
し
を
作
り
未
丁
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
６
月
1
2
日

脚
＝
小
倉
公
民
館
（
ａ
⑩
4
6
8

7
）
・
1
3
日
出
９
宇
治
公
民
館
（
豊

a
2
8
0
4
）
・
1
4
日
出
＝
木
幡
公

民
館
（
豊
⑩
8
2
9
0
）
、
い
ず
れ

も
午
零
瓜
Ｔ
４
時
▼
内
容
・
・
・
薄

味
の
食
生
活
指
導
・
減
塩
梅
干
し

と
梅
料
理
の
作
り
方
▼
指
導
・
・
・
高

齢
者
福
祉
課
管
理
栄
養
士
・
食
生

活
改
善
推
進
員
「
若
葉
の
？
▼
対

▲今、「減塩｣に高い関心が寄せられています

　　　　　　　　　(昨年の減塩梅干し講習会)

象
・
：
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
…
各

心
一
場
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
希
望
の
公
民

館
へ
電
話
で
。
（
高
齢
者
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

　
市
府
民
税
の
納
期

　
今
年
度
の
市
・
府
民
税
の
納
期

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
納
期

限
が
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料
や

延
滞
金
な
べ
余
分
な
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
第
一
期
納
期
限
ま
で
に
一
年

間
分
盈
削
納
す
る
と
、
前
納
報
奨

金
が
驀
ｙ
記
馨
子
。

　
詳
Ｌ
て
は
、
納
税
通
知
書
に
同

封
の
「
お
知
ら
せ
」

平成２年度　　　　　さ
市・府民税の納期限　励

を
ご
覧
ぐ
だ

　
（
納
税
課
）

期SI] 納期限

第i期･ifi納2年7月2日

第2期 ８月31日

第3期 10月31日

第4期 吽1月31 D

　
市
営
駐
車
場

　
利
用
の
休
止

　
県
祭
り
開
催
に
伴
い
、
市
営
Ｊ

Ｒ
宇
治
駅
前
自
動
車
駐
車
場
を
、

臨
時
バ
ス
の
回
転
・
待
機
場
所
と

し
て
使
用
１
　
　
柔
ｙ
の
で
、
次
の
期

間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
▼
利
用
休
止
期
間
…
６
月
５
日

叫
、
午
前
Ｏ
時
～
午
後
1
C
M
時
（
2
4

時
間
）
。
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
市
で
は
、
市
立
保
育
所
の
臨
時

職
員
の
登
録
希
望
者
夕
募
集
し
て

い
求
ｙ
。
職
種
は
保
母
（
有
資
格

者
か
保
育
に
意
欲
の
あ
る
人
）
、
用

務
、
調
理
の
い
ず
れ
か
。
登
録
者

の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
選
考
し

雇
用
し
ま
ず
。
登
録
舎
羨
手
る

人
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
（
保
母
資
格
の
あ
る
人
は
必

ず
そ
の
旨
も
）
を
記
入
し
、
写
真

を
は
っ
て
保
育
課
（
内
線
３
３
０
）

へ
。
夏
休
み
期
間
中
は
大
学
生
も

可
。
　
　
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　
育
児
相
談

　
市
で
は
、
子
育
て
の
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
、
電
話
や
面
接
で
相

談
に
応
じ
て
い
未
了
。
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
▼
電
話
相
談
・
・
海
週
金
曜
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
面
接
相
談
・
：
毎

月
第
Ｌ
金
曜
、
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
▼
相
談
場
所
・
・
・
木
幡
保
育
所

（
ｓ
⑩
7
1
2
3
）
、
宇
治
保
育
所

（
豊
⑩
7
5
5
1
）
、
小
倉
双
葉
園

保
育
所
（
ａ
⑩
7
5
5
2
）
、
北
小

倉
保
育
所
（
ａ
⑩
4
1
1
3
）
。

　
ま
た
、
同
胞
保
育
園
（
豊
＠
8

0
7
0
）
で
は
、
月
曜
か
兌
崖

の
毎
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
電
話
・
面
接
と
も
相
談

に
応
じ
て
い
未
了
。
　
（
保
育
課
）

　
市
営
プ
ー
ル

　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
黄
栞
公
園
・
西
宇
治
公
園
の
市

民
プ
ー
ル
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
示
ｙ
。

　
▼
募
集
人
数
・
賃
金
（
時
給
）
・
：

大
学
生
・
一
般
―
男
女
各
1
0
人
、

六
百
円
。
高
校
生
＝
男
女
各
1
5
人
、

五
百
五
十
円
▼
勤
務
期
間
…
７
月

1
4
日
出
１
８
月
3
1
日
出
、
時
間
は

午
前
O
5
時
半
～
午
後
５
時
▼
資
格

・
・
・
高
校
生
は
２
年
生
以
上
で
学
校

の
許
可
が
必
要
。
大
学
生
男
子
は

水
泳
指
導
の
で
き
る
人
盈
墾
。

期
間
中
は
継
続
し
て
勤
務
で
き
る

宇
治
琵
琶

　
中
山
　
翔
太
く
ん

　
　
Ｈ
元
・
５
・
3
1
①

こ
と
▼
申
し
込
み
・
・
・
６
月
2
0
日
出

ま
で
に
黄
槃
公
園
プ
ー
ル
管
理
事

務
所
（
黄
栞
体
育
館
内
・
豊
⑩
1

9
0
5
）
へ
。
　
（
公
園
公
社
）

　
京
滋
バ
イ
パ
ス

　
夜
間
通
行
止
め

　
京
滋
バ
イ
パ
ス
宇
治
ト
ン
ネ
ル

内
で
、
夜
間
防
災
訓
練
な
芦
が
行

い
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
通
行

止
め
と
な
り
ま
で
。

　
▼
通
行
止
め
区
間
・
・
南
郷
Ｉ
Ｃ

～
巨
椋
Ｉ
Ｃ
（
全
線
）
▼
期
間
…
６

月
７
日
出
・
午
後
1
0
時
～
８
日
面
・

午
前
６
時
ま
で
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・

市
消
防
本
部
警
防
課
（
容
⑩
0
1

1
9
）
か
日
本
道
路
公
団
京
慨
バ

　しょうたくんは自動車が大好き。

元気でたくましく育ってね。

　この欄に掲載するお子さん（元

年６月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

イ
パ
ス
管
理
事
務
所
（
豊
0
7
5

剛
４
？
Ｏ
）
へ
。
（
消
防
本
部
）

　
さ
つ
き
展

　
▼
自
・
・
・
６
月
２
日
出
・
３
日

回
午
前
９
時
～
午
後
６
時
▼
と

こ
ろ
…
中
央
公
民
館
▼
主
催
・
・
・
宇

治
皐
月
会
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
Ｏ
Ａ
講
座
を
開
催
。

申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
＠

0
6
8
8
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

城南地域職業訓練センターのＯＡ講座

講座名 期間 曜日 時間
lal数

目
定目
倒

受講料
　脚

パソコン中級
(ベーシｰ，ク初m)

(,/2i～l/26 月･木18:30～21:00 10 20 12,000

パソコン(CO語)6/10～8/12 日 9:30-12:0010 10 12,000

ワ　ー　プ　ロ6/24～7/29 日
13:(χ0-15:30 ６ 20 7.200

6/18～7/5 月･木
18:3O～2i:(()

６ 10 7,200

婦人ワープロ 6/11～6/29 聯 9:30-12:0012 20 8,200

-　　-一一-ヽ---ヽ－

６
月
１
日
～
７
日
　
水
道
週
間

浄
水
場
施
設
公
開
と

　
ケ
レ
ッ
プ
無
料
配
布

　
六
月
一
日
削
Ｔ
七
日
困
は
水

道
週
間
。
今
年
の
標
語
は
「
水

道
法
暮
β
レ
を
守
っ
て
Ｉ
〇

〇
周
年
」
で
す
。

　
市
水
道
部
で
も
。
水
道
事
業

　
五
月
二
十
三
日
に
、
危
険
物

関
係
の
改
正
消
防
法
令
が
施
行

芦
れ
、
新
た
に
危
険
物
に
指
定

さ
れ
た
も
の
や
分
類
の
ラ
ン
ク

が
厳
し
く
な
っ
た
も
の
が
あ
り

を
市
民
の
皆
会
几
に
知
っ
て
い

た
ダ
遠
め
、
浄
水
場
施
設
を

一
般
公
開
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
３
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

車
ｙ
。
次
の
事
項
を
チ
エ
″
ク

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
①
新
し
ぐ
危
険
物
に
指
定
さ

れ
た
も
の
を
貯
蔵
、
取
り
扱
っ

て
い
な
い
か
②
従
来
か
ら
貯
蔵
、

取
ぴ
扱
っ
て
い
る
危
険
物
の
類
・

品
名
が
変
わ
っ
て
い
な
い
か
③

危
険
物
の
貯
蔵
、
取
り
扱
い
の

方
法
に
問
題
は
な
い
か
。

　
▼
新
し
ぐ
危
険
物
に
指
定
さ

れ
た
も
の
…
調
合
ペ
イ
ン
ト
・

船
底
塗
料
・
さ
び
止
め
塗
料
、
固

形
ア
ル
コ
ー
ル
（
固
形
燃
料
）
、

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
・
亜
硝
酸

ソ
ー
ダ
、
さ
ら
し
粉
、
ア
ソ
染
料
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
切
削
く
ず
な
ど

▼
分
類
の
ラ
ン
ク
が
厳
Ｌ
ｙ
ヽ
な

っ
た
も
の
・
：
各
種
塗
料
類
、
グ

　
今
年
十
月
一
日
に
、
全
国

一
斉
に
「
国
勢
調
査
」
が
実
施

さ
れ
未
了
。
国
勢
調
査
は
、
五

年
ご
と
に
、
国
内
に
住
む
予
べ

て
の
人
欠
対
象
に
行
う
も
の
で
、

人
口
や
世
帯
数
を
は
じ
の
、
我

が
国
の
現
状
を
知
る
Ｚ
子
る

大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

高
齢
者
事
業
団
員
募
集
中
　
仕
事
も

ご
紹
介
く
だ
さ
い

　
宇
治
高
齢
者
事
業
団
で
は
団

員
か
穿
集
し
て
い
季
ｙ
。
「
今

ま
で
の
経
験
夕
巫
か
し
て
、
地

域
の
た
め
に
役
立
つ
仕
事
を
し

・
：
宇
治
浄
水
場
（
五
ケ
庄
高
車
）
、

西
小
倉
浄
水
場
（
伊
勢
田
町
中

遊
田
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
直

接
会
場
へ
ｙ
問
い
向
Ｂ
せ
・
・
永

道
部
総
務
課
（
内
線
４
３
７
）
へ
。

　
次
だ
、
水
道
週
間
中
（
土
・
日

曜
か
啄
く
）
。
営
業
課
（
内
線
４

３
９
）
で
、
ケ
レ
ッ
プ
（
パ
″
キ

ン
）
を
無
料
配
布
ト
￥
チ
。
気

軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
部
）

ラ
ビ
ア
印
刷
イ
ン
キ
、
絶
縁
ワ

ニ
ス
、
無
水
ク
ロ
ム
酸
、
硝
酸
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
な
ぺ
問
い
合
わ

せ
は
近
ぐ
の
消
防
（
分
）
署
へ
。

　
６
月
３
日
～
９
日

　
危
険
物
安
全
週
間

　
今
年
か
ら
「
危
険
物
安
令
週

即
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
六
月
三
日
旧
か
ら

九
日
出
ま
で
、
重
点
項
目
は
、

①
危
険
物
施
設
に
お
け
る
保
安

体
制
の
整
備
促
進
②
危
険
物
に
一

関
す
る
知
識
の
啓
も
ラ
晋
及
で
　
　

す
。
こ
の
週
間
の
趣
旨
を
ご
理
　
　

解
い
た
だ
き
、
危
険
物
安
全
対
一

策
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
、

　
　
　
　
　
　
　
（
謡
壽
）
　
　

　
市
で
は
、
こ
の
国
勢
調
査
に
］

調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
い
た
　
　

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
未
了
。
’

賢
霖
ａ
ヽ
二
十
澄

十
五
歳
未
満
の
人
で
す
。
申
し
　
　

込
み
、
問
い
合
わ
せ
悒
〈
月
十
　
　

二
日
叫
ま
で
に
企
画
課
（
内
線

’

２
３
８
）
へ
。
　
　
（
企
画
課
）

た
い
」
と
り
又
は
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
事
業
団
で
は
、
簡
単

な
大
工
仕
事
、
植
木
・
芝
生
の

手
入
れ
、
ビ
ル
の
清
掃
、
家
事

手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
ず
。

市
民
の
皆
ポ
ん
に
役
立
ち
、
団

員
の
能
力
・
技
術
か
垂
一
か
し
た

仕
事
の
開
拓
に
も
努
力
し
て
い

求
ゐ
で
、
仕
事
も
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
に
｝
ぐ
は
宇
治
高

齢
者
事
業
団
（
横
島
町
外
１
の

３
・
豊
⑩
2
8
9
9
）
へ
問
い

ふ
Ｂ
せ
欠
　
（
商
工
観
光
課
）

1121

老
人
医
療
の
入
院
時
一
部
負
担
金
減
額
認
定
証
、

老
人
保
健
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
申
請

　
老
人
医
療
の
入
院
時
一
部
負
担

金
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
、

五
月
末
で
切
れ
ま
し
た
。
六
月
一

日
倒
か
ら
有
効
の
認
定
書
を
甲
請

す
る
人
、
老
人
保
健
特
定
疾
病
原

賃
受
療
証
夕
禾
申
請
の
人
は
、
六

月
中
に
手
続
き
鴛
内
容
や
申
請

に
必
要
な
も
の
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
詳
し
ぐ
は
高
齢
者
福
祉
課

医
療
係
（
内
線
３
２
６
）
へ
問
い
合

わ
せ
を
。
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
高
校
奨
学
金
の
申
請

　
▼
支
給
対
象
…
市
民
税
非
課
税

認定証･受療証の内容と申臍に必要なもの

＼ 内　　容 申請に必要なもの

負老
U

E自

征部

老人保Haの医療受綸

者で、かつ市民税非課

税世帯に属する老齢福

祉年金受給者で、市長

の認定を受けた人は、

入院時一部負担金が日

Jfl300円となります(2

ヵ月をHi)3;として支払

う).

･ mm手帳

･鯉康保険証

･ 齢ti祉年金証憑

･印s

A
警保
弓

・：

証病

老人保鯉法の医療受給

者で、人工透析のift療

を受けている慢性腎不

全や血友病で入院し

ている人で. iS長の

認定を受けた人は、入

院時一部負担金の限度

額が月頷l万円となり

ます。

・健康f帳

・健康保険証

・特定疾病療養受

　療SEか慢性冊不

　全にかかる更正

　医療券など

・印鑑

世
帯
の
子
弟
で
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
盲
学
校
・
ろ
ラ
学
校
・
養

護
学
校
の
高
等
部
に
修
学
し
、
次

の
世
帯
に
該
当
す
る
人
（
府
の
他

の
奨
学
金
な
熟
夢
受
け
て
い
る
人

は
除
く
）
○
に
子
（
父
子
）
世
帯
・
・
・

ａ
（
父
）
と
2
0
歳
未
満
の
子
ま
た
は

母
子
（
父
子
）
と
6
5
歳
以
上
の
人
だ

け
で
構
戌
す
る
世
帯
○
児
童
世
帯

・
：
父
母
の
な
い
2
0
歳
禾
満
の
児
童

ま
た
は
児
童
ｙ
モ
の
児
童
夕
沃
養

し
て
い
る
人
で
構
成
す
る
世
帯
○

良
一
体
障
害
者
世
帯
・
：
父
母
ま
た
は

そ
の
一
方
が
＊
体
障
害
者
障
害
程

度
等
級
表
の
第
３
級
以
上
に
該
当

す
る
程
度
の
障
害
者
で
あ
る
世
帯

○
長
期
療
養
者
世
帯
・
：
父
母
ま
た

腿
て
の
一
方
が
国
民
年
金
法
に
定

め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

世
帯
▼
支
給
額
・
・
・
○
奨
９
　
金
（
月

額
）
・
・
・
国
公
立
＝
一
万
七
百
円
、

高
専
＝
一
万
二
千
七
百
円
、
私
立

全
日
制
１
一
万
八
千
七
百
円
、
私

立
定
時
制
＝
二
万
二
百
円
、
通
信

制
＝
七
千
円
○
入
学
支
度
金
・
・
・
国

公
立
―
五
万
五
千
円
、
私
立
全
日

制
＝
土
〈
万
円
、
私
立
定
時
制
―

十
二
万
円
、
通
信
制
＝
四
万
円
▼

申
請
・
・
・
在
学
証
明
書
と
印
鑑
夕
痔

っ
て
、
６
月
3
0
日
出
ま
で
に
福
祉

年
金
課
母
子
児
童
福
祉
係
（
内
線

１
６
）
へ
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
は
社
会
福
祉
協
議
会

（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
〈
盲
人
卓
球
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
5
日
出
・
７
月

2
0
日
出
・
８
月
1
7
日
吻
、
午
後
１

時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合

福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
1
7
1
人
卓
球
の

基
礎
と
ゲ
ー
ム
の
仕
方
▼
指
導
・
・
・

尾
田
洋
さ
ん
▼
対
乖
・
・
市
内
在
住

の
視
覚
障
害
者
▼
定
員
・
・
・
約
1
0
人

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
持
ち
物
…
運

動
で
き
る
服
装
▼
申
込
期
間
・
・
・
６

月
８
日
倒
ま
で
。

　
〈
ワ
ー
プ
ロ
教
室
〉

　
▼
と
き
＝
・
６
月
1
7
日
㈲
か
ら
、

毎
月
第
３
日
曜
。
午
後
Ｌ
時
～
４

時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼

内
容
…
視
覚
障
害
者
用
ワ
ー
プ
ロ

と
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
の
使
い
方
▼

指
導
・
・
・
三
上
洋
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市

内
在
住
の
視
覚
障
害
者
▼
参
加
費

・
：
無
料
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
年
金
保
険
料
の
免
除

　
自
分
で
国
民
年
金
保
険
料
欠
綱

め
る
第
一
号
被
保
険
者
の
う
ち
、

失
業
や
病
気
・
少
収
入
な
ど
で
、

努
力
し
て
も
保
険
料
納
付
が
困
難

な
人
に
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
免
除

を
認
め
ら
れ
た
人
が
そ
の
後
保
険

料
忿
綱
付
で
き
る
ぷ
つ
に
な
っ
た

と
き
は
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間

の
保
険
料
の
全
部
か
一
部
戦
十

年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
茫
子
。
詳
Ｌ
ｙ
Ｘ

は
福
祉
年
金
課
国
民
年
金
係
（
内

線
２
９
９
）
へ
。
（
福
祉
年
金
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
６
月
８
日

面
―
木
幡
公
民
館
、
６
月
2
2
日
面

＝
宇
治
公
民
館
。
い
ず
れ
も
午
後

Ｌ
時
～
４
時
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

危険物に関する消

防法令が改正

福
祉
・
年
金
の
お
知
ら
せ

国
勢
調
査
　
調
査
員
を
募
集

基
本
健
康
診
査

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

問い合わ

せ　高齢

者福祉課

（内線3

0）へ



　
市
で
は
。
家
庭
に
放
置
さ
れ
て

い
る
品
物
を
別
の
家
庭
で
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
。
リ
サ

イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
（
不
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
名
前
を
変

更
）
を
開
設
。
今
回
は
平
成
二
年

度
の
前
期
と
し
て
、
今
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
、

実
施
１
　
ま
す
。
譲
り
た
い
も
の
、

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
太
鼓
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
を

生
か
す
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、

無
償
か
で
き
る
だ
け
低
額
で
お
願

い
し
ま
す
。

▼
登
録
方
法
・
・
・
品
物
の
提
供
者
・

　
希
望
者
は
、
電
話
、
は
が
き
、
ま

　
た
は
来
庁
で
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　
セ
ン
タ
ー
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
・

　
里
吊
役
所
自
治
振
興
課
消
費

　
牛
活
係
・
豊
内
線
３
８
５
‘
へ
。

Ｖ
登
録
項
目
・
・
・
…
Ｗ
署
、
型
式
、
規

　
格
、
品
質
な
ど
ぼ
購
入
年
月
、
消

　
耗
程
度
ぼ
羨
昌
格
倒
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
連
絡
先
ぶ

　
そ
の
他
の
希
望
条
件

▼
主
な
取
扱
品
・
：
家
具
、
電
気
製

　
品
、
楽
器
、
ガ
ス
器
具
、
ベ
ビ

　
ー
・
子
供
田
宮
Ｅ
（
お
も
ち
や
。

　
絵
本
、
衣
類
な
ど
を
除
く
）
、

　
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
用
・
Ｅ
、

　
一
般
家
庭
脚
Ｅ
（
食
品
、
洗
剤
、

　
衣
類
、
日
唇
Ｅ
な
ど
除
く
）
、
学

　
習
唇
Ｅ
（
雑
誌
、
文
具
を
除
く
）

　
な
ど
、
再
利
用
の
価
値
が
あ
り

　
修
理
不
要
な
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
転
売
や
趣
味
な
μ
を
目
的
と
す

　
る
も
の
、
医
療
用
機
材
、
コ
レ

　
ク
シ
ョ
ン
要
素
の
あ
る
も
の
、

　
食
品
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま

　
せ
ん
。

▼
品
物
の
取
引
方
法
・
＝
提
供
・
希

　
望
の
条
件
が
ほ
ぽ
一
致
し
た
場

　
合
、
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
希
望

　
者
に
連
絡
し
、
当
事
者
間
で
話

　
女
に
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
結

　
果
は
十
日
以
内
に
希
望
者
か
ら

　
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
を
。

Ｖ
問
題
な
ど
の
処
理
＝
廠
障
、
欠

　
陥
、
そ
の
他
の
問
題
が
生
じ
た

　
場
合
は
当
事
者
間
で
解
決
鴛

詣

　一
品物の取引方法

燃えないゴミ（清掃事務所内伊316～318）　　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合電話O75－631－5171）　　　　　　　　六地蔵（TR以東・以北の全域）

4　13　23　7/3 ≒訓錨媒゛）“）

　　　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、JR以東の芝ノ東）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

14　7/4　寺界道、古川、西田、北ノ庄．野添．谷前、梅林官有地、大林一部
15　7/5　新開(JRJil西)、半野(JR以西)、折坂(jR以西)
16　7/6　福角（JR以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島、笠取

18　　　　車田一鄙、半町、一里塚、戸ノ内(槙局飛地)
　　　　　　　　　六地m （jR以西■ &.南の全域）

　　　　　　　　　木　　幡（JR以西の全域）　　　　　　　　　五ヶ庄（－・二・三番割、梅林、大林、折坂、

5　14　25　7/4　　　　　北ノ庄、新開、高峯山、谷前、壇ノ東、
　　　　　　　　　　　　　寺界道、西浦、西川原、西田、野添、
　　　　　　　　　　　　　雲雀島、平野、古川、JR以西の芝ノ
　　　　　　　　　　　　　東、JRJi(東の福角、京大宿舎）

19　　　　車田、丸山、出口(JR以西)、森本(jR以西)、谷下り(JR以西)
20　　　　福角(jR以東)、折坂(R&.東)、平野、一番割、二番割、三番割一部、平野府営住宅

1　21　　　　西浦(府道以東)、三番割、之ノ東(府道両側)、南端(JR以東)、新開(jRJil東)
2　22　　　　芝ノ東(府道以東)、広岡谷、南山(A)、中村(さつきヶ丘)
4　23　　　　南山(Ｂ)、金草原

5　25　　　　南山畑．北山畑、大瀬戸（JR以東）、中村（IR以東）、東中（jR以東）、北畠一部
6　26　　　　北畠、桧尾、平尾、須留

　　　　　　　　　五ヶ庄（一里塚、上村、大八木島．岡本、瓦
　　　　　　　　　　　　　塚、戸ノ内、日皆田、JR以西の福角）

　　　　　　　　　蒐　　道（全域）
　　　　　　　　　羽戸山（全域）
　　　　　　　　　志津川（全域）

6　15　26　7/5　明星･町（全域）
　　　　　　　　　宇　　治（壱番、乙方．金井戸、下居、善法、
　　　　　　　　　　　　　塔川、東内、東山、又振、妙楽、山田、
　　　　　　　　　　　　　山本、蓮華、ju以南の宇文字・里尻）
　　　　　　　　　白　　川（全域）
　　　　　　　　　棋島町（大島）

1　27 花揃、赤塚、陣ノ内、御園、御蔵山、北御園、正中、町並一部、西中一部、東中OR以西)
　　　　　　　　　河原、徳永、柿ノ木町、北島、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

8　28　　　　北御蔵山(平尾)、中御蔵山、町並、奈良町．畑町、畑山田、炭山全域
9　29　　　　内畑、西巾、中村（IR以西）、大瀬戸（TRPi西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（JR以西）

11　30　　　　大林　梅林　タノ東(j R以西）丙浦（府道以丙）

白川・志津川・黄道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

1　21　　　　田原、井ノ尻．旦椋、平盛、南ノロ

　　　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹．茶屋畏、久保、南ノロー部、西畏、寺山usr以西)4
2　22

寺山(翠光園団地)、桐生谷(jR以西)．東裏(JR以西と府道以南)

　　　　　　　　宇　　洽（池森、大谷、米阪､゛蛇塚、弐番、野

　　　　　　　　　　　　神、琵琶、3Ri>南の御廟・天神・矢
　　　　　　　　　　　　落・若森．壱番一部〔都計道路以西〕、
　　　　　　　　　　　　下居一部〔上権現町Ｄ

　　　　　　　　琵琶台（全域）
　　　　　　　　折居台（全域）

7　18　27　　　　天神台（全域）
　　　　　　　　南陵町（全域）

　　　　　　　　神　　明（全域）　　　　　　　　羽拍子町（JR以東の全域）

　　　　　　　　開　　町（JR以東の全域）
　　　　　　　　小倉町（奥畑）
　　　　　　　　広野町（小根尾一部）　　　　　　　　、

4　23　　　　寺山、宮谷、尖山一部、丸山、中島、石塚(心華寺通り以西)

5　25 香資(ＪＲ以東の府道以北)、一里山、桐生谷(JR以東)、開町．石塚(心華寺通り以東)、

6　26　　　　小根尾、大開．尖山一部、宮西、宮東

　　　　　　　　野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権現町)、琵琶、若森(JR以南)、矢落(JR以南)、
1　27　　　　白川、金井戸

9　28　　　　F居、善法、壱番．妙楽、宇文字、里尻(JR以南)、塔川、蓮華、志津川

　　　　　　　乙方、東内、又振、山田、紅斉、山本、荒棋、田中、大垣内．妙見、森本(JR以東)、
8　29　　　　段ノ上、薮里．東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、池山、

　　　　　　　谷下り(JR以東)、出口(JR以東)

小倉町・伊勢田町・横島町・宇 台・羽拍子町地域

しま
-r イ，喋

　　　　　老ノ木、久保、西山(旧国道＜府道＞以東)、寺内一部、蓮池、
14　7/4　天王(府道宇治小倉停車場線以北)　　　　　　　　　広野町（新成田・成田・小根尾一部の３地域

　　　　　　　　　　　　　を除く全域）8　19　28 大久保町（全域）

　　　　　　　　　府営西大久保団地（1棟～21棟）
くにえ
だ　｀な
さ決い
いめゴ

　゜ら　ミフlれは

お

願

い

　　　　　　天王(府道宇治小倉停車場線以南)、東山、蔭山、吹前、

15　7/5　中川原(大川原線以東)、十一(大川原線以東．国道以東)、
　　　　　　十六(国道以東)、十八(国道以東)

　　　　　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、
　　　　　　　　　　　　　西山）

　　　　　　　　　棋島町（外一部〔寺内町内会Ｄ
　　　　　　　　　羽拍子町（JR以西の全域）

　　　　　　　　　開　　町（JR以西の全域）9　20　29 伊勢田町（井尻、ウトロ、浮面、大谷．蔭田、

　　　　　　　　　　　　　北山、毛語、新中ノ荒、中荒、中ノ田．
　　　　　　　　　　　　　中山、南山、若林、名木）
　　　　　　　　　広野町（新成田．成田）
　　　　　　　　　府営西大久保団地（22棟～43棟）

16　7/6　寺内、西浦
18　　　　南堀池(本通り以北)、南堀池(本通り以南)
19　　　　南堀池(大和)、堀池

削
20　　　　南遊田、遊田、砂田、南山．ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、

　　　　　　　中ノ田、名木、浮面、安田町全域

1　21 中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑．春日森、－ノ坪、島前、　　　　　　　　　大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)

2　22　　　　中山(近鉄以西)、毛語、若林

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動か

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　　　(城南衛生管理組合)

4　23　　　　羽拍子町
5　25　　　　弐番(府道以北)、池森、米阪、蛇塚

　　　　　　　　　小倉町（西山を除く近鉄以西の全域）
11　21　30　　　　伊勢田町（砂田、中遊田、南遊田、遊田）

　　　　　　　　　安田町（全域）

　　　　　　　北山A･B･C・D団地、中央台．西山(旧国道＜府道＞以西)、
6　26 神楽田(山中含む)

1　27 戸ノ内、矢落(JR以北)、若森(JR以北)、里尻(jR以北)、
　　　　　　　　　小桜、南堀池(田中、大和一部西２号通り以北)

　　　　　　　　宇　　治（蔭山、小桜、戸ノ内、半白、樋ノ尻、
　　　　　　　　　　　JRiil北の宇文字・御廟・里尻・天神

1　12　22 7/2　棋島町穴1漂登仙〔寺内町内会〕を除く全

　　　　　　　　　　　域）
　　　　　　　　小倉町（新田島）

8　28　　　　東目川、西目川、南落合(0～3の通りまで)
9　29　　　　m落合(4の通り以降～13の通りまで)

11　30　　　　南浦(lOO～no、84～98、30～33)、大京団地、山際一部

　　　　　　　　南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)、薗場(大川原線以北)、12　7/2 大幡、北内、門口．幡貫、郡、石橋(大川原線以東)

13　7/3　　　　山際、半白

1122

●京都府交通事故相談（6日、20日、京都府

　宇治地方振興局・S@2049, 9時～16時）。

● ● ● 丿 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ％♂ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ●

　社会福祉協議会の年金・結婚･登記・

心配ごとなどの相談日程や､行政･人権･

消費生活・精神薄弱者相談の日程は, 2

年度版「市民カレンダーと手びき」に掲

　　献血

●11日(開公民分館.

10時～正午、小売市場

　連合会・開商業振興会主催。青少年文化研

　修道場、13時半～15時半)。

　14日(保健医療センター,

10時～13時と14

　時～15時半)。

載。ご利用ください。　　　　　　　　１

　このほか、市政相談と一般生活相談はＥ

市役所市民相談室で、消費苦情相談は自I

･治振興課で、教育相談は教育委貝会で八

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相：

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所=9時～10時半）。
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談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

会館3 階の家庭児童相談室（a⑩8698）
ｉで。

1……………………………………

　　　相談あんない

●青少年相談(20日､宇治公民館13時～16時）。

●法律相談(7日、14日,

21日,

28日、社会

　福祉協議会･

S⑩5650,,

13時半～15時半、

　定貝l回先着10人）。

保
険
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
6
月
分
）

リサイクル情報センターを開設

8月31日まで3ヶ月間

移
動
図
書
館

6月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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